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＜表１＞教育原理テキストの書誌情報と目次
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
書名 最新教育原理 教育原理 やさしい教育原理 よくわかる教育原理 新版 はじめて学ぶ教育の原理
出版社 勁草書房 玉川大学出版部 有斐閣アルマ ミネルヴァ書房 学文社








版・頁 Ａ５版変形　231頁 Ａ５版　264頁 Ｂ６版　324頁 Ｂ５版　319頁 Ａ５版　184頁



























８ 学校と教師 教師の仕事 地域・社会と学校 これからの学習支援―学びの喜び


































































Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
書名 教職論 教職論　保育者・教師の仕事をつかむ はじめて学ぶ教職論
新版　教職論―「よい教
師」への扉を開く―
出版社 学文社 ミネルヴァ書房 ミネルヴァ書房 学文社
編著者 岩田康之・高野和子 木山徹哉・太田光洋 広岡義之 佐藤群巳・小池俊夫
発行年月 2012年４月５日第１版第１刷2016年３月30日第１版第４刷 2017年３月31日初版第１刷 2017年２月10日初版第１刷
2010年３月31日第１版第１刷
2014年８月８日第１版第６刷
版・頁 Ａ５版　204頁 Ａ５版　238頁 Ａ５版　217頁 Ａ５版　151頁
１ 教育学と教職論 教職へのまなざし 教職の意義と教師に求められる資質・能力
子どもたちに向かい合う
教師への扉を開く






４ 日本の学校教師、その特性 保育者・教師は活動・授業をどのようにつくるか 初等・中等教育と教員
教育職員免許法と教師の
専門性
５ 労働力市場のなかの教職 保育者・教師の表現力（パフォーマンス） 管理職・主任の役割 学級経営案のつくり方
６ 学校教師という仕事 保育者・教師集団のあり方 教師の仕事 幼稚園・保育園の役割
７ 学校教師の勤務と職能成長（１）―組織のなかの教師 保育・教育と他領域の協働 学級担任の仕事
カリキュラムを創る教師―
教科学習と総合的学習―











































































































































































































－  21  －
使わせていただくのにどんな注意が必要だろうか。そしてそれを全員に徹底するにはどんな伝達方法が
有効だろうか。このような体験的活動から得る学びは非常に大きい。これを総合的な学習の時間や特別
活動の指導といった科目とリンクさせて、知識としても定着させていくことが必要なのであろう。「教
育原理」や「教職論」ではまだ具体的な実践はないが、今後の課題としたい。
　教育とは何かを考え続けていく構えをつくるのが「教育原理」、教職の特質、現実的なイメージを持
たせていくのに必要な力をつけていくのが「教職論」であると考える。この両科目は教職課程のコア科
目として機能させなければならない。「教育原理」での普遍的な問いかけは、「教職論」が対象とする具
体的で現実的な教育問題と通底している。そのような提示の仕方を両科目の担当者が連携しながら行っ
ていくことを目指したい。
　　　　　　　　　　
１　昭和36年に初版が刊行され、その後長きに亘って教育原理のテキストとして用いられてきた教師養
成研究会『教育原理　八訂版　教育の目的・方法・制度』（学芸図書，平成15年２月17日）の目次をみると、
Ⅰ教育とは何か、Ⅱカリキュラムの開発、Ⅲ授業の計画・実施・評価、Ⅳ生徒指導の内容と方法、Ⅴ学校・
学級の経営、Ⅵ学校制度と教育行政、Ⅶ教師の過去・現在・未来となっており、教職課程科目全般を網
羅的に取りあげた内容となっていることがわかる。これを通年科目（４単位）で行っていた。このうち「Ⅶ
教師の過去・現在・未来」についてさらに章内の目次をみると、１日本社会における教師像の変遷、２
教員の社会的地位と役割、３教師たちの職場＝学校の社会的役割、４これからの社会と教師、となって
おり、「チーム学校運営への対応」を除けば、教職課程コアカリキュラムの「教職の意義及び教員の役割・
職務内容」とほぼ一致している。
２　教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討会「教職課程コアカリキュラム」（平成29年11月
17日），「教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想」p11、「教職の意義及び教員の役割・職務内容」
pp.12～13。
３　安彦忠彦・石堂常世『最新教育原理』，勁草書房，2016，pp.ⅰ～ⅱ
４　田嶋一・中野新之祐・福田須美子・狩野浩二『やさしい教育原理』，有斐閣アルマ，2017，pⅲ
５　佐藤由美・田中信司「教職課程における『教職に関する科目』と『教科に関する科目』の連携―中
学校社会科歴史分野『蒙古襲来』を事例として―」，「同Ⅱ―地域教材『岡部六弥太忠澄』に着目して―」,
「同Ⅲ―アクティブ・ラーニングを意識した授業づくり―」,『埼玉工業大学人間社会学部紀要』第13号
～第15号，2015年３月～2017年３月を指す。
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